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往生山だより 
令和３年 ２月 １６日 

ＮＯ.７８ 

文責 校長 五十嵐 

 ２月１３日午後１１時過ぎ、福島県沖を震源とする大

きな地震が発生しました。幸い、学校の施設や設備

並びに子ども達への被害もなく、月曜日から通常ど

おりに教育活動を進めることができました。被害に

遭われた方々に心よりお見舞い申し上げます。な

お、引き続き余震に警戒していきたいと思います。 

 今回の地震も大きな揺れでしたが、多くの方々が

冷静に落ち着いて対応していたようです。１０年前の

地震を経験した私たちは、常日頃から地震や災害に

対する「心の備え」があり、それに基づいて冷静な

判断・行動ができたのだと思います。常備品等の物

資面での準備も大切ですが、「災害はいつ起こるか

分からない。」「教訓を生かす」等の「心の備え」をし

っかり持ち、パニックになることなく落ち着いて判

断・行動する大切さを改めて実感しました。 

まもなく３月を迎えます。子ども達にも１０年前の

震災で福島県や東北の人々が経験してきたこと、被

災者の行動が世界から称賛されたこと、人々の絆が

より強まったこと、復興はまだ道半ばであること、こ

れからのエネルギー問題、私たちがこれからできる

こと等について、発達段階に応じて話をしていきた

いと思います。それが、災害の際の「備え」にもつな

がっていくことと思います。 

 ３～６年生は、２月９日に「総合的な学習の時間

活動発表会」を実施しました。昨年度までは、複数

の学年が発表を見学していましたが、感染症拡大

防止のため、下の学年が上の学年の発表を見学

する形で実施しました。６年生は小学校生活最後

の発表ということで、体育館で全校生が見学しま

した。 

 どの学年の発表も、これまで調べたこと・活動し

てきたことを聞き手にしっかりと伝わるようにまと

め、工夫して発表していました。また、聞き手も発表

に対する具体的な感想を述べるなど、双方向の交

流ができていました。いりとおっ子の「よさ」がたく

さん発見できた発表会でした。今後も、今回のよう

な「伝える場」「表現する場」を意図的に設定し、子

ども達の力をさらに伸ばしていきたいと思います。 

【学校賞 ～十七字のふれあい～ 】 

 子ども達が夏休み

の課題として取り組ん

だ「十七字のふれあ

い事業」の作品等が

認められ、学校賞をい

ただきました。今後

も、継続して取り組ん

でいきます。 

【2/26 授業参観の予定】 

・13:00～13:45 授業参観 

     ※各家庭１名まで 

・13:55～14:15 学級懇談会（教室） 

・14:30～15:00 PTA臨時総会（体育館） 

     ※臨時総会として実施します。 

          ※役員や会則等の議案をお諮りす

る予定です。 

※15:10～15:30 会計監査 

     ※学級委員長・副委員長のみ 

今年度最後の授業参観です。ぜひ、ご参加くだ

さい。 

  


